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【公開日】平成26年8月21日(2014.8.21)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置であって、
　外部機器の状態を定義する複数の機器情報を該外部機器から収集する収集手段と、
　前記外部機器が有する複数の機能それぞれについて、該機能を過去に実行した履歴を示
す情報を取得し、該履歴に応じて、前記複数の機器情報のうち該機能に対して予め関連づ
けられている機器情報を前記外部機器から収集する間隔を変えるように前記収集手段を制
御する制御手段と、を備える
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記収集手段は、前記機器情報毎に設定された間隔で繰り返し該機器情報を収集し、
　前記制御手段は、前記機能を過去に実行した頻度がより多い場合に、前記複数の機器情
報のうち前記機能に対して予め関連付けられている機器情報についての前記間隔がより短
くなるように該間隔を設定する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記機器情報毎に設定された間隔で該機器情報を取得するように前記
外部機器に指示を与える指示手段をさらに備えることを特徴とする、請求項２に記載の情
報処理装置。
【請求項４】
　前記収集手段は、前記機能を過去に実行した頻度を示す情報を、前記複数の機器情報の
１つとして収集することを特徴とする、請求項１乃至３の何れか１項に記載の情報処理装
置。
【請求項５】
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　前記機能を過去に実行した頻度を示す前記情報は、前記外部機器が該機能を実行するご
とに取得した情報で構成されることを特徴とする、請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記収集手段が収集した機器情報が示す値が、当該機器情報に対して関連付けられた所
定の正常範囲内にあるか否かを判定する判定手段と、
　前記機器情報についての前記判定手段による判定結果と、当該機器情報に対して予め関
連付けられた前記機能と、を示す情報を出力する出力手段と、
　をさらに備えることを特徴とする、請求項１乃至５の何れか１項に記載の情報処理装置
。
【請求項７】
　前記外部機器が有する機能に障害が発生したことを示す通知を受信する受信手段と、
　前記障害が発生した機能に対して予め関連付けられた、前記収集手段が既に取得してい
る前記機器情報が、当該機器情報に対して関連付けられた前記所定の正常範囲内にあるか
否かを判定し、該機器情報が該所定の正常範囲内にある場合に、該所定の正常範囲をより
狭くなるように調整する調整手段と、
　をさらに備えることを特徴とする、請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記外部機器が有する機能に障害が発生したことを示す通知を受信する受信手段と、
　前記障害が発生した機能に対して予め関連付けられた、前記収集手段が既に取得してい
る前記機器情報が、当該機器情報に対して関連付けられた前記所定の正常範囲内にあるか
否かを判定し、該機器情報が該所定の正常範囲内にある場合に、当該機器情報をより高い
頻度で収集するように前記収集手段を制御する調整手段と、
　をさらに備えることを特徴とする、請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　情報処理装置であって、
　前記情報処理装置の状態を定義する複数の機器情報を該情報処理装置において取得する
取得手段と、
　該取得した複数の機器情報を外部機器に対して送信する送信手段と、
　前記情報処理装置が有する複数の機能それぞれについて、該機能を過去に実行した履歴
を示す情報を取得し、該履歴に応じて、前記複数の機器情報のうち該機能に対して予め関
連づけられている機器情報を前記外部機器に対して送信する間隔を変えるように前記送信
手段を制御する制御手段と、を備える
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　第１の情報処理装置の状態を定義する複数の機器情報を該情報処理装置において取得し
、該取得した複数の機器情報を第２の情報処理装置に対して送信する該第１の情報処理装
置と、該複数の機器情報を収集する該第２の情報処理装置と、を備える情報処理システム
であって、
　前記情報処理システムは、前記第１の情報処理装置が有する複数の機能それぞれについ
て、該機能を過去に実行した履歴を示す情報を取得し、該履歴に応じて、前記複数の機器
情報のうち該機能に対して予め関連づけられている機器情報を前記第１の情報処理装置か
ら前記第２の情報処理装置へと送信する間隔を変えるように、前記第１の情報処理装置及
び前記第２の情報処理装置を制御する制御装置を備える
　ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項１１】
　情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　外部機器の状態を定義する複数の機器情報を該外部機器から収集する収集工程と、
　前記外部機器が有する複数の機能それぞれについて、該機能を過去に実行した履歴を示
す情報を取得し、該履歴に応じて、前記複数の機器情報のうち該機能に対して予め関連づ
けられている機器情報を前記収集工程で前記外部機器から収集する間隔を変える制御工程
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と、
　を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１２】
　情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の状態を定義する複数の機器情報を該情報処理装置において取得する
取得工程と、
　該取得した複数の機器情報を外部機器に対して送信する送信工程と、
　前記情報処理装置が有する複数の機能それぞれについて、該機能を過去に実行した履歴
を示す情報を取得し、該履歴に応じて、前記複数の機器情報のうち該機能に対して予め関
連づけられている機器情報を前記送信工程で前記外部機器に対して送信する間隔を変える
制御工程と、
　を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１３】
　第１の情報処理装置の状態を定義する複数の機器情報を該情報処理装置において取得し
、該取得した複数の機器情報を第２の情報処理装置に対して送信する該第１の情報処理装
置と、該複数の機器情報を収集する該第２の情報処理装置と、を備える情報処理システム
が行う情報処理方法であって、
　前記情報処理システムが備える制御装置が、前記第１の情報処理装置が有する複数の機
能それぞれについて、該機能を過去に実行した履歴を示す情報を取得し、該履歴に応じて
、前記複数の機器情報のうち該機能に対して予め関連づけられている機器情報を前記第１
の情報処理装置から前記第２の情報処理装置へと送信する間隔を変えるように、前記第１
の情報処理装置及び前記第２の情報処理装置を制御する制御工程を有する
　ことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至９の何れか１項に記載の情報処理装置の各手段として機
能させるための、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１０に記載の情報処理システムが備える制御装置として機能さ
せるための、コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５に記載のコンピュータプログラムを格納した、コンピュータが読み
取り可能な記憶媒体。
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